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デジタル技工の基本を網羅し簡潔にまとめた，
道標となる一冊！

・	デジタル技工の普及により，歯科技工士としての
キャリアやスキルの伸ばし方についても選択肢が
増えてきております．本書をラボ内教育，特に新人
歯科技工士育成の一助としてご活用いただければ幸
いです．

・	あえてアドバンスな内容は控え，デジタルの初心者，
もしくはこれからデジタル技工を始めようと考えて
いる方に向けて，基本的な作業を画像，図と簡単な
文章で表現し，わかりやすく解説しました．

・	デジタル技工を始めるにあたって，基本となるポイ
ントを網羅的に61個掲げ，整理しました
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1．デジタル技工の基本 1．デジタル技工の基本

②ラボスキャナーと IOS の違い①作業フロー

チェアサイド ラボサイド チェア
サイド

光学印象 CAD CAM 仕上げ セット

形成
アナログ
印象 模型 スキャン

データからの
モデル製作

デジタル技工

・①CAD→スキャナーとCADソフト
・②CAM→加工機を動かすCAMソフトと加工機
・それぞれ機械とソフトで構成されている
・機械とソフトは別物ではあるがそれぞれ組み合わせてCAD，CAMと認識されることが多い

① ②

［CADとCAM］

・補綴装置製作フロー全体の中のデジタル技工の範囲
・アナログ印象に基づく作業でもデジタル技工の工程があり，光学印象の場合でも最終的には機械ではなく人の手が必要で
ある

［作業フロー］

・ライト，カメラ，モデルテーブルから構成される
・石膏模型などの被写体を，運台上に固定し撮影が行われ
る
・ライトからの照射光が運台上の被写体に繰り返し照射さ
れ，その反射光がカメラによって撮影される
・カメラによって撮影されたデータが，三次元データとし
て取り込まれる

［ラボスキャナーの特徴］

・ライト，カメラから構成される
・口腔内にスキャナーを入れ，歯牙などの被写体を直接撮
影する
・ライトからの照射光が歯牙などの被写体に繰り返し照射
され，その反射光がカメラによって撮影される
・狭い範囲を連続撮影してつなげて合成される

・撮影範囲が大きいので，位置ズレが起こりにくく歯列全
体の精度が高い
・被写体とカメラの距離が遠いため，狭い部分や陰になる
箇所が撮影できない
・石膏模型をスキャンするので，良くも悪くも模型以上の
精度を出すことはできない

［ラボスキャナーのメリット・デメリット］

・口腔内を直接撮影することができる
・石膏模型では再現しにくいアンダーカットも，撮影でき
る
・表面反射に強いので，ライトからの乱反射が起きにくい
・運動時の咬み合わせのモーションを撮影することもでき
る
・カメラの撮影範囲が狭いので，データがつながりづらく
歯列データにゆがみが生じやすい

［IOSの特徴］ ［IOSのメリット・デメリット］
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7．CAM ソフト・加工機 7．CAM ソフト・加工機

④ミリングマシンのメンテナンス③ミリングマシンの基本情報

・ミリングマシンはスピンドル，ワーククランプ，モーター，
ツールボックスで構成される
・複数のディスクを自動で交換するオートチェンジャー機
能がついているものもある
・エアーを使用するドライミリングとオイルを使用する
ウェットミリングがある

・X軸：横方向，Y軸：縦方向，Z軸：高さ，A軸：X軸
を中心とする回転，B軸：Y軸を中心とする回転
・歯科では主に XYZ 軸を使った動きを 3軸，AB軸を追
加した動きをを５軸とよぶ

・クーラントオイルで摩擦熱を抑えながらミリングを行う
・金属やガラスセラミックなどを発熱を抑えて加工する材質に
用いる

［ミリングマシン］ ［加工機の動き］

・ウェットミリングの材質：金属（コバルト，チタン），ガ
ラス系セラミック（二ケイ酸リチウム）
・ウェットorドライミリングの材質：ワックス，PMMA，
ハイブリッドレジン，樹脂系材料
・ドライミリングの材質：ジルコニア

・エアーと集塵機を使用してミリングを行う
・湿度の影響するジルコニアなどの材質の加工に向いてい
る

［材質によるミリング方式の違い］ ［ドライミリング］

［ウェットミリング］

・チャックでバーを掴み，回転して切削するための軸
・実際に回転に必要な動力モーターを含めてスピンドルユ
ニットと認識される場合が多い
・稼働時間によって交換が必要になる
・負荷が大きい加工をすると緩むことがあるので，定期的
に増し締めを行う
・定期的にチャック内の清掃を行い，粉塵を除去する

・加工機の性能を維持して精度を保つためには清掃が重要である
・定期的に加工機内側の壁面に付着した粉塵を落とし，集塵機で吸いとる
・ディスクに粉塵が付着するためチェンジャー部分も清掃する

・CAMソフトでミリングバーの種類・サイズなどを設定
し，所定の場所にミリングバーをセットする
・蓋のないツールボックスは加工粉塵が付着していないか
を確認して，ツールボックス表面とミリングバーの保持
部分を清掃する

［スピンドル］

［加工機内の清掃］

［ツールボックス］

７
．
Ｃ
Ａ
Ｍ
ソ
フ
ト
・
加
工
機

The International Journal of Dental Technology EXTRA ISSUE　012  011　歯科技工別冊／デジタル技工入門 61 のポイント

4．CADデザイン（クラウン・ブリッジ）

⑤ポジショニング

・咬合は歯牙単体ではなく歯列として機能するため，製作部位周囲の歯牙だけでなく，歯列全体の連続性を確認する
・大臼歯の咬合支持数や犬歯ガイドの有無を確認する
・患者固有の咬頭傾斜やガイドの強弱を確認する

・クリアランスに余裕があるか確認する．クリアランスが
少ない場合，ライブラリーの溝や隆線が崩れやすくなる
・歯列に対しての支台歯の位置や隣在歯との距離を確認す
る
・支台歯の形状を確認する（軸面の長さやテーパー）

・溝や隆線は，できるだけライブラリーの形態を活かせる
位置にポジショニングする
・ライブラリーを患者固有の歯列に変形させ，適応させら
れるかが，ポジショニングを行ううえで最も重要である

［全体のアーチを確認する］

［支台歯を確認する］
［選択したライブラリーの形態が崩れないようポジ
ショニングする］

・唇頰側から見て大まかなサイズに調整し歯軸を合わせる
・ライブラリーの形態を大きく変形させると歯軸と咬合面
の方向が合わなくなる場合があるので注意する

・対合歯にしっかり咬ませるべきか・理想的な咬合平面を
優先させるかを確認しておく
・対合歯が義歯の場合，咬合平面が低位や高位になってい
る場合が多い
・対合歯がテンポラリークラウンかどうか，または補綴新
製作予定の有無を確認する

［大まなか歯冠幅・歯軸を合わせる］ ［対合歯の条件・状態を確認する］

・支台部分は材料の最低厚みに規制を受けるので，中心溝を支台歯にめり
込ませすぎないように配置する
・歯冠中心部分が膨らむと，咬合面の高低差のバランスが悪くなる要因と
なる
・厚みが確保できない場合，歯冠中心部分の窩を優先してポジショニング
する．その後，咬頭傾斜を修正またはファセット形態をつけて高低差を
再現する

［最低厚みを考慮したポジショニング］

［ポジショニング後に一度進んで微調整する］

ポジショニング

・ポジショニングは一度で決める必
要はない
・ポジショニング後，適応に進み，
歯冠形態を確認する．再度ポジ
ショニングに戻り微調整すること
で，よりライブラリーの形態を維
持したポジショニングを設定する
ことができる
・ここでの微調整が後のデザインの
難易度や効率に影響する
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8．適合確認・仕上げ 8．適合確認・仕上げ

③レジン（PMMA) の仕上げ②ハイブリッドレジンの仕上げ

・ミリング後の表面性状が滑沢になっているため，軸面等
の中研磨は不要である
・ロビンソンブラシNo.9，10（ソフト）に艶出し研磨剤
を塗布して研磨を行う．溝の走行方向にブラシを当てる
と最深部の研磨が行いやすい

・ミリング後の表面性状が滑沢になっているため，軸面等
の中研磨は不要である
・最終研磨は布バフに研磨材を塗布してソフトタッチで行
う

・溝の最深部が研磨できない場合，レジン用の滑沢材を少
量塗布して対応する ・溝の最深部が研磨できない場合，レジン用の滑沢材を少

量塗布して対応する

［研磨］
［研磨］

・隣接面接触点の調整はラバーホイール，咬合接触点の調
整はダイヤモンドポイントを用いる
・設計が適切な場合は微量の調整で終了する

・隣接面接触点の調整はラバーホイール，咬合接触点の調
整はカーバイトバーを用いる
・設計が適切な場合は微量の調整で終了する

・設計段階にてマージン設定が適切な場合，マージン調整
はシリコンホイールで厚みを僅かに薄くする程度で終了
する

・設計段階にてマージン設定が適切な場合，シリコンホイー
ルで厚みを僅かに薄くする程度で終了する

［隣接面，咬合接触点の調整］ ［隣接面，咬合接触点の調整］［マージン調整］ ［マージン調整］

［完成］
［完成］
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デジタル技工の
基本の習得を
サポートする，

付録の
“スキルマップ ”

付き

内容は一部変更となる可能性がございます．ご了承ください．



ご指定納入店名〔　　　　　　  〕
●お名前

※納入店のご指定の場合
　手数料はかかりません．

●納入店ご指定希望
2 つの方法から
お選びください．

※②の後払いの請求書は
　（株）ネットプロテクションズ
　から別送となります．

※

① 代　引　450 円
後払い　400 円②

●直送希望

● TEL

●ご住所（〒　　　-　　　　）

★必要事項をご記入のうえ，FAX 03-5395-7633 にご送信ください．★弊社ホームページ https://www.ishiyaku.co.jp/ からもご注文いただけます．
〒 113-8612　東京都文京区本駒込 1-7-10　TEL 03-5395-7630

CONTENTS

医歯薬出版　ご注文承り書

冊（　）
冊（　）
冊（　）注文コード

360800

注文コード
360790

注文コード
360780インプラント技工のメインストリーム Clinical & Technical Standards Today

デジタル技工入門　61のポイント
補綴装置製作のための歯科材料学UPDATE

歯科技工別冊バックナンバーのご案内

◆ 著者：末瀬一彦・宮﨑隆・木原琢也　編
◆ 定価：6,490 円（本体 5,900 円＋税 10％）
◆ 総頁数：168 頁 / カラー　◆ 判型：A4 判　◆ 注文コード：360790

補綴装置製作のための
歯科材料学UPDATE

月刊「歯科技工」別冊

従来法および CAD/CAM 法での補綴装置
製作に不可欠な事項を，材料の特性に基づ
き，臨床応用ありきで整理した一冊！
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からアドバンスな臨床まで網羅して解説！

歯科技工 別冊
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Introduction：デジタル技工の展望と本書の意義

デジタル技工のポイント

付録　スキルマップ

1．デジタル技工の基本
① 作業フロー
② ラボスキャナーと IOS の違い
③ ファイル形式・データの種類
④ CAD ソフトの種類
⑤ 加工機の種類
⑥ 作業姿勢・デスク環境

4．CAD デザイン
　  （クラウン・ブリッジ）

① CAD デザインの流れ
② デザインソフトの使用方法
③ セメントスペース
④ 歯冠概形（ライブラリー，コピー，ミラー）
⑤ ポジショニング
⑥ 歯の連続性
⑦ 咬合接触
⑧ 隣接面コンタクト
⑨ 周囲組織との調和・清掃性
⑩ 前歯のデザイン
⑪ カットバック
⑫ 連結
⑬ モデルビルダー

7．CAM ソフト・加工機
① CAM ソフト
② 材料を考慮した CAM 操作・加工
③ ミリングマシンの基本情報
④ ミリングマシンのメンテナンス
⑤ ウェットミリングマシンの
　 メンテナンス
⑥ ミリングバー
⑦ 材料の固定
⑧ 3D プリンターの基本情報

8．適合確認・仕上げ
① 適合確認
② ハイブリッドレジンの仕上げ
③ レジン（PMMA）の仕上げ
④ メタルの仕上げ
⑤ ワックスの仕上げ
⑥ ジルコニアの仕上げ
⑦ 二ケイ酸リチウムの仕上げ
⑧ デジタルメタルフレームの仕上げ
⑨ 個人トレーの仕上げ

5．CAD デザイン（インプラント）
① カスタムアバットメント
② チタンベース
③ 歯肉貫通部
④ インプラントブリッジ

6．CAD/CAM デンチャー
① デジタルメタルフレームの
　 ブロックアウト
② デジタルメタルフレームのデザイン
③ CAD クラスプのライブラリー

2．スキャン
① スキャンの基本
② スキャンの準備
③ スキャン操作
④ データのマッチング
⑤ スキャンボディを使用した
　 インプラントスキャン
⑥ スキャンボディを使用しない
　 場合のインプラントスキャン

3．IOS
①  IOS のコミュニケーション（歯科医院）
②  IOS のコミュニケーション（ラボ内）
③ データ受け取り時の確認事項
④ データの受け取り方法
⑤ IOS の CAD デザイン
⑥ トラブルシューティング ❶
⑦ トラブルシューティング ❷
⑧ トラブルシューティング ❸

④ 個人トレーのデザイン
⑤ 個人トレーの CAM ～プリント
⑥ フルデンチャーのスキャン
⑦ フルデンチャーのデザイン
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内容は一部変更となる可能性がございます．ご了承ください．


